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２）コマスポ　コロナ奮戦記

駒大スポーツ編集部前編集長

菅  原  菜  央（文学部国文学科）

　コマスポ編集長として最後の新聞制作期間。編集部内で校了と呼ばれて

いる制作期間最終日の大事な日を、私は自宅で迎えていた。

　本来であれば、制作の一部を依頼している産経新聞社のビルの一角を借

り、編集部員全員が一堂に会して迎える日である。誤字脱字のチェックを

行い、何度も繰り返し見た紙面を穴が空くほど見つめ、時間いっぱいまで

確認作業を行う。

　「今回は何もミスがありませんように！」

　「特に人名やデータは要チェックだね」

　という言葉を交わしながら、全員で作業をする時間はつらいけど楽し

かった。

　しかし集大成とも言える最後の制作期間は、編集部員と直接顔を合わせ

ることなく校了を迎えたのである。新型コロナウイルス感染拡大の影響を

受けて、だ。

　私が二年生の最終授業を終え、春休みを迎えようとしていたころ、新型

ウイルスという存在をニュースで確認した。どこか他人事だった海の向こ

うでの出来事は、その距離を物ともせずに日本に上陸。恐ろしいスピード

で全国に広がり、人類の日常生活を脅かす程の猛威を振るった。

　大学スポーツでは一般的に、春、秋の二つのシーズンで大きな大会が開

催される。私が担当していた硬式野球部もその一つである。しかし上陸し

たばかりの未知のウイルスを前に開催が出来るはずも無く、春季リーグ戦
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は中止。この日のために練習してきた選手の気持ちを考えると胸が痛んだ。

　同時に、大学スポーツ新聞部の記者である自分の存在意義を考え直す

きっかけになった。私の中で「大会が無い」＝「記事が書けない」という

方程式みたいな物が当たり前のように存在していた。今までは、試合に行

き、結果を記録。大切な部分をメモした上で選手の話を聞き、それを元に

記事を書く、というのが通常の私たちの仕事であり、何も疑うこと無くそ

れをこなしていた。

　しかし試合が無いとなった今、私たちに仕事はあるのか。出来ることは

無いのではないだろうか。そう思って一度は新聞制作を断念しようと思っ

た。断念、と言うよりも、そもそも発行できるビジョンが浮かばなかった。

　けれど何もしないまま引退というのも腑に落ちず、すごく悩んだ。慎重

に色々なことを検討した結果、試合が無くても記事を書くという決断を下

し、新聞を発行することにした。正直、この決断が果たして正しかったの

かと聞かれてしまうとすごく難しい。

　しかし後に、駒大スポーツを購読してくださっている方から「大変な中

発行してくれてありがとう」「あのときの新聞、いつもと違う良さがあっ

て面白かった」と声を掛けて頂いたり、応援して頂いたりした。そのよう

なありがたいお言葉で、とても救われた。

　新聞を発行すると決めてからは、紙面に掲載するネタを探した。運動部

で服飾販売を行い、売り上げでマスクを寄付した選手に話を伺ったり（「T

シャツ販売でマスク寄付」2020年 7月 13日発行（第 96号））、普段は裏方と

して働いている主務の皆さんにも取材を受けて頂いた（「6部活の主務に

Question!!」同号）。「大会が無い」＝「記事が書けない」という当たり前に

染みついていた固定観念を払拭でき、自分が出来ることを見つけることが

出来たのは、駒大スポーツ編集部で活動した中でも大きな収穫であった。
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　こうして振り返ると、すごく大勢の方に支えられてなんとか編集長とい

う仕事をこなせていたように思う。部内の人数などにより本来２年次の夏

以降に拝命する取材班リーダー、「チーフ」の役職に１年次の終わりに就

いた際、気にかけて頻繁に仕事を手伝いに来て頂いた先輩方や、編集長の

仕事を頂いたときに親身に仕事内容を教えて頂いた先輩方。部内では解

決出来ないことなどを積極的に聞こうとしてくれた他大の新聞部の方々。

様々な新聞部の話を聞くだけで、色々なやり方があるということを認識で

き、部に還元できることも多かった。

　そして、新型コロナウイルス感染拡大の中、試合が軒並み中止になって

も次の機会を信じて練習を重ね、いつも我々の取材に嫌な表情一つ見せず

に対応してくれる選手の皆様。何より、我々の新聞をいつも心待ちにして

くださり、時に温かい言葉をかけてくださる読者の皆様。

　最後の最後まで、皆様の優しさに救われ、引退までの活動を滞りなく終

えることが出来ました。空前の新型ウイルス感染拡大により、最後まで編

集部員と共に顔を合わせて制作が出来なかったことはすごく心残りです

が、この駒大スポーツ編集部でしかできない経験を数え切れないほど積む

ことが出来たと感じております。この場を借りて、お礼を申し上げさせて

頂きます。本当にありがとうございました。

　今後とも、駒大スポーツ編集部をどうぞよろしくお願いいたします。
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コロナ禍の中、編集発行されたコマスポ 

「駒大スポーツ」第 96号　2020年 7月 13日発行
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「駒大スポーツ」ドラフト号外　2020年 11月 2日発行
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「駒大スポーツ」第 97号　2020年 11月 24日発行
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「駒大スポーツ」第 98号　2021年 1月 2日発行
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「駒大スポーツ」箱根駅伝優勝記念号外　　2021年 1月 18日発行


